
ネットショップに参加するには!! 
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北野商店街振興組合 
京都市小売商総連合会 
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研修内容 

（その１）ネットショップとは？  

  ～ネットショップの基本～  

   １  ネットショップにはどんな種類があるのか 

   ２  ネットショップに出店するための費用は？ 

      ３  ネットショップに出店するには？ 

 

（その２）ネットショップ出店とショップ経営の実際 

    ～長年のネットショップ運営で築いてきたノウハウ!!～ 

 

 

 

     

門谷 晴雄 氏 
  
  株式会社 「日野屋」代表取締役 
  京都織物小売協同組合 代表理事  
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１ ネットショップにはどんな種類があるか 

□ モール型ネットショップ 
  まちなかの洋品店やインテリア雑貨店などが デパート、ショッピングモール の中に

支店のようなテナントを開設するようなイメージになります。 

     ＊ Ａｍａｚｏｎ  

   ＊ 楽天市場 

   ＊ Ｙａｈｏｏ！ショッピング 
 

□  ショッピングカートＡＳＰ   

  あらかじめ用意されたシステム上にショップを立ち上げることができ、初期費用・
月額費無料から利用できるカートもあり、比較的簡単に独自のネットショップを立
ち上げることができます。 

  BASE、MakeShop、 カラーミーショップ、Ｓ ＴＯＲＥＳ，ＦＣカート  

  他多数 
 

□ ソフトウエアー型 
  専用のソフトウェアを購入してネットショップを一から構築するもので、オリジナ

ル性の高い高機能を持たせたネットショップを構築できるが、高度なスキルが必要
で一般向きではありません。 

  ＫＩＣＳ 「きょうとウエルカム」など  

 

3 



２ ネットショップに出店するための費用は？ 

ネットショップに初めて出店するにはどの程度の費用がかかるのか？ 

 

 費用は、 

   ＊ 初期費用 

   ＊ 月額費用 

   ＊ システム利用料 

   ＊ 販売手数料 

   ＊ その他手数料など 

 

 などがありますが、カートによっては、これが必要なところとそう
でないところがあります。 

 

 ※Ｙａｈｏｏショッピングでは初期費用、システム利用料、売上ロイヤルティーを 

   無料としています。  
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◆「Amazon」への出店にかかる費用 

＊Amazonには「小口出品」と「大口出品」の二つのプランが用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

＊この他に販売手数料として、商品カテゴリーによって異なりますが、多くの場合は 

 ８%～１５%の販売手数料が必要です。 
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◆「楽天市場」への出店にかかる経費 

 楽天では現在１年契約になっており、３つの出店プランが用意されています。 

 初心者には「がんばれプラン」、 

 月商１４０万円以上を目指している方には「スタンダードプラン」、 

 出品数や画像量が多い場合には「メガショッププラン」です。 

 

 ＊ 楽天１年プラン（固定費）（税抜き） 

 

 

 

 

 

 

 ＊ 楽天共通料金（税抜き） 
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◆「Yahooショッピング」への出店にかかる費用  

Yahoo!ショッピングでは現在のところ、登録の際にかかる「初期費用」、毎月かかる固
定費「月額システム利用料」、「売上ロイヤリティ」が無料になっています。 

ただし、モール全体として共通の販促施策を実施することにより、各ストアがより効果
的な販促メリットを得られるよう、一律に全ストアからストアポイント原資負担、キャ
ンペーン原資負担、アフィリエイトパートナー報酬原資、アフィリエイト手数料の負担
が必要になります。 

 

＊Yahooショッピングの固定費（税抜き） 
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◆  ＡＳＰ型ネットショップに出店する場合の費用 

ＡＳＰ型には初期費用、月額費用が有料のものと無料のものがあります。 

＊初期費用と月額費用が有料のカートは、futureshop（フューチャーショップ）、カラ

ミーショップ、MakeShop（メイクショップ）、ショップサーブなどがあります。 

 

＊初期費用、月額費用 が無料のカートとしてＢＡＳＥ、ＳＴＯＲＥＳ、ＦＣ２カート、

ゼロショップモール、イージーマイショップがあります。 

 

＊初期費用と月額費用が有料のカートは、月額費用と初期費用などが高額なものから

比較的安いものもありますが、プランとオプションが複雑でわかりにくいこともあ

り、ここでは、 

 

＊申し込み時にメールアドレス、パスワードなどによるアカウントの設定を行えば初

期費用なしでショップを立ち上げることができる、ＢＡＳＥ 、ＳＴＯＲＥＳ 、ＦＣ

２カート、イージーマイショップ の費用をご紹介します。 
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 ＊ＢＡＳＥ 
  ・販売手数料 注文毎に３％ 

  ・クレジットカード手数料 ３．６％+４０円 

 

 ＊ＳＴＯＲＥＳ  
  ・決済手数料 フリープラン ５％  スタンダードプラン ３．６％ 

  ・振込手数料 入金１万円以上 ２７５円 

  ・事務手数料 入金1万円未満  ２７５円  

 

 ＊ＦＣ２カート  

   クレジットカード手数料 ５％  

 

 ＊イージーマイショップ   

   決済手数料 ５% 
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３ ネットショップに出店するには？ 

＊出店申し込みはインターネットにより行うことになり、各サイトからの連絡は、
すべてメールにより行います。 

＊したがって、インターネットの接続環境を整え、メールの受送信ができることが
必須になります。（スマホでも可） 

＊出店申し込みは、それぞれのサイトにアクセスし、「出店申し込み」などのペー
ジから個人情報、店舗情報など各サイトが要求する各種の情報を登録します。 

＊ サイトによっては、非常に複雑な情報登録が必要なものもあるが、画面の遷移
に従い順を追って必要な項目を設定してゆくことになります。 

 

  ・楽天の場合は、出店申し込みを送信後、専任のコンサルタントが出店の検討、

ページ作成、出店後の店舗運営まで、すべてのステップで無料でサポートしてく

れます。 

  ・Yahooショッピングの場合は、事前にYahoo! JAPAN 「ＩＤ」の登録を行います。 

  ・Yahooショッピングでは、面談などによる審査があります。 

  ・ＢＡＳＥ 、ＳＴＯＲＥＳ 、ＦＣ２カート、イージーマイショップ などのＡＳＰ

型ではメールアドレス、パスワードからアカウントっを作成し、手順に沿って必

要な情報を入力すれば無料でショップを開くことができます。 
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（その２） ネットショップ出店とショップ経営の実際 

１ ネット通販で何を売るか （売る商材は何か） 

２ どこで販売するか 

   ・Yahooショッピング 

   ・Amazon 

   ・楽天市場 

   ・きょうとwelcome 

３ ネットショップの立ち上げとその内容 

４ ネット通販のメリット 

５ ネット通販のデメリット 

６ ネット通販で顧客などから評価が下がるポイント 

７ ネット通販の顧客は何を見ているか 

８ その他のネット通販サイト 

  〜終りに〜 

株式会社 日野屋  代表取締役   門谷 晴雄    

11 



１ ネット通販で何を売るか（売る商材は何か） 

＊ 仕入れ商品 

  ・商品の手配は簡単だが商品在庫のリスクがある。 

  ・汎用品は、価格競争になり利益が取れない。 

＊ オリジナル商品 

  ・競合がないので利益率が高い。 

＊ 商品ではなく、加工やサービス 

  ・技術力の高さ、利便性を売る。 

＊ 自店舗取り扱い以外の商材を探す 

  ・得意の分野で独自の仕入れルートがあれば可能。 

   （趣味の材料など）  

 

■商材は得意分野で他店との差別化、オリジナルのサービスなどがで
きるものがベター。 
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２ どこで販売するか  

 

＊ 独自の販売用ホームページ 

 

  ・経費がかからない分、売れれば儲かる 

  ・ただし、ページビューが稼げないと売れない 

   （店舗にネームバリューが必要） 

  ・ホームページ内でクレジット決済までできるようにするには費用がか
かる 

 

＊ 既存のモールに参加する 

 

  ・Amazon、楽天、Yahooショッピングなどに出店する。 

  ・月額利用料、ロイヤルティー、広告代などの経費がかかるが販売には
直結する 
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３ ネットショップの立ち上げとその内容 
 (1)自店のホームページで実店舗集客とネットショップへの誘客を行う。 

 店の特徴、得意分野など安心してご来店いただけるかを考えて作って
います。 

＜日野屋呉服店 ホームページ＞ （https://www.kyo-ori.com/hinoya/） 
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(2)ヤフーショッピング 「ひのや」 

 

 

 

 

 

 
    

    

    （https://store.shopping.yahoo.co.jp/hinoyajp2000/） 

 

＊ホームページからの集客は経費の安い「ヤフーショッピング」にしまし
た。 

＊和装小物、西陣帯、浴衣などの店舗取り扱いの商品を掲載しています。 
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●ヤフーショッピングの特徴 

 

＊実店舗のように店舗内にいろいろな商品棚があり、店内を買い回っ

ていただける。 

＊リピート率が高い。 

＊基本的には月額使用料やロイヤルティーが存在しなく、クレジット

決済代のみ。 

＊反面、競合が多く、何かしらの経費をかけないと商品が埋もれてし

まう。（ＰＲオプションやクリック型課金広告など） 

＊店舗ＴＯＰページを作るのに最初は専門業者に頼らざるを得ない。 
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(3) アマゾン 京都ひのやＷｅｂショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 （https://www.amazon.co.jp/gp/product/B00B2JBCBO） 

 

 ＊小口プラン 商品１点につき１００円 

 ＊大口プラン 月額 ４，９８０円 
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●アマゾンの特徴 

＊店舗ＴＯＰページというものがなく、基本的には購入者はアマゾンか
ら 

 商品を購入している感覚になります。 

 （もちろんショップ評価や商品評価はある。） 

＊商品ページは、アマゾン共通のひな型なので、誰でもすぐに簡単に掲
載できます。 

＊世界最大のモールなので、販売力は一番であるが、ロイヤルティーが
高い。（ファッション系だと送料を含んで販売価格の１５％） 

＊送料を無料にすると仕入れ原価６掛けの商材ではほとんど利益がない。 

＊掲載商品も同じものがあると最安値のものしか上に掲示されない。 

＊せっかく作った商品ページが他業者に相乗りされ、下をくぐられカー
トボックスをとられてしまう。 

 

＊他所にないものを独自のルートで他所より安く仕入れられる商品でな
いと利益が確保できない。 
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（４）京都ひのや呉服店楽天市場店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

      （https://www.rakuten.co.jp/hinoyakimono/） 
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●楽天市場の特徴 

＊契約によって月額利用料が変わる。 

 月額 １９，５００円、５０，０００円、１００，０００円 

 ロイヤルティーが変わる。 

＊当店は出店したばかりなので、楽天の営業マンの提案により、お試
し特別プラン ４，９８０円で出店している。 

 （ただし、ロイヤルティーが１６％なので利益が出ない） 

＊アマゾンに次ぐ販売量なのでページビューが多い。 

＊店舗トップ式なのでお店作りが必要 

＊ページ作りは担当がリモートで手伝ってくれるので特別な知識がな
くてもできる。 

＊Ｃｏｍｐａｓｓという専用ツール（月額１，９８０円）を使えば画
像と文言を取り込むだけで制作でき、商品掲載も楽 

20 



(5)きょうとウエルカム ひのや絹裂堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （https://www.kyoto-wel.com/shop/S81292/index.html） 

  着物のはぎれサイトに特化しています。 
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●きょうとウエルカムの特徴 

＊ＫＩＣＳが運営する京都の限定サイト。 

＊ＫＩＣＳ加盟店であるので利用料などは一切かからない。 

＊ロイヤルティーが０．２％程度でほとんど気にならない。 

＊ページ制作もひな型があるので基本的な作業だけで特別な知識がなく
ても可能。 

＊民間大手に比べると集客力で劣る。 

 

 ※ほとんど無料なので、参加をお勧めします。 

 ※この秋にリニューアルするようです。 

 

 ・先ずは、「きょうとウエルカム」に出店してネット通販のスキルをあげてゆくのもい
いのではないでしょうか。 

 ・弊店では、ＫＩＣＳが２０数年前に「きょうとウエルカム」を立ち上げたときから参加
しています。 
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４ ネット通販のメリット 

＊間違いなく店舗の集客力が上がる。 

＊店舗とネット通販で在庫を共有できるので、たくさんの

在庫量を持つことができることから、お客様に満足して

いただける品揃えが可能になる。（相乗効果） 

＊店舗の休日に関係なく、売り上げが確保できる。 

＊京都ブランドを活用できる。 

＊実店舗のあることが信用になる。 

23 



５ ネット通販のデメリット 

＊在庫を奥行きを持って抱えるリスクがある。 

 

＊即日発送や翌日発送が必要な場合があるため、長期の
休みを取りにくい。 

 

＊ネット価格と店頭価格を揃える必要がある。 

 

＊クレームに対応する必要がある。 
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６ ネットショップの店舗評価が下がるポイント 

＊在庫切れ 

 複数のサイトや店舗で在庫を共有していると在庫切れのリスクが生じ
る。（一括して管理する有料ソフトがある） 

＊発送遅れ・到着遅れ 

 発送地域によっては日数がかかったり到着希望日に届かない場合もあ
る。 

＊実物商品と画像が違う 

 商品写真は特に色の再現には注意する。 

 （フォトショップなどの画像処理ソフトを使用）  

＊発送間違い 

 商品を発送先を間違えて送ってしまうことがある。 

＊対応の悪さ 

 問い合わせなどへはできるだけ早く対応する。 
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７ ネット通販の顧客はサイトのどこを見ているか 

 

 ① 価格 

 ② 店舗評価 

 ③ 信頼度 

 ④ 画面の見やすさ 

 ⑤ 送料 
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８ その他のネット通販サイト 

現在、様々なネット通販サイトが存在しています。 

代表的なものとして「ＢＡＳＥ」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「ａｕ Ｐａｙ マーケット」など、スマホに特化したサイトも
続々出ており、これらが今後、主流になる可能性があります。 

 

＊実店舗を有するお店は、基本的には「ヤフー」、「アマゾン」、「楽
天」のいずれかを押さえておいた方がいいと思います。 

＜https://thebase.in/＞ 
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〜終りに〜 

 私はネットショップのコンサルタントでも専門家でもあ
りません。 

 

 ２０数年前に「きょうとウエルカム」の立ち上げから
ネットショップに参加して、複数のサイトを管理する小規
模ウエブショップのオーナーです。 

 今日は、これまでの経験をもとにしてお話をさせていた
だきました。 

 

 大規模な会社でのネット運営には参考にならないかもし
れませんが、その辺りはご容赦ください。 

 本日はありがとうございました。 
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